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第 1 章では ， Bαcillus megαterium 1 A M 1 030 から各手法による 4 種類の GlcDH アイソザイム遺伝
子のクローニングと，その遺伝子構造について述べている O
第 2 章では，第 1 章で得られた 4 種の GlcDH アイソザイム遺伝子に加え，同族の Bacillus megαterium 














megαterium には複数の GlcDH アイソザイムが存在しており，これらの遺伝子の発現制御機構を明ら
かにすることは原核生物におけるアイソザイム遺伝子の発現制御機構の代表例になると考えられるO さ
らにGlcDH の生理的役割および分化の仕組みの解明の一端となりうる O
本論文では ， B. megαterium 1 A M 1 030 の GlcDH アイソザイムの構造，酵素化学的性質，発現制御
について得られた結果をまとめたものであり，その主な成果は次の通りであるO




(3) アイソザイムの一つ GlcDH- 1 の遺伝子オペロンを B. subtilis のそれと比較し その類似性を見い
だし Tこ。






以上の結果は， B. megaterium GlcDH 各アイソザイムの遺伝子，タンパク質，発現条件に関わる詳
細な知見を明らかにしたものであり，微生物生理学，酵素学の発展に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
